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Geological　study　of　the　Miocene　series　of　D6go，Oki　Islands．

Hirofumi　YAMASAKI

　　　　　　　　　は　じ　め　に

　ドウゴ
　島後の地質については山上（1895）以来多数の研究

がなされ，その概要はTOMITA（1936）によってまとめ

られた．これはその後の研究（UCHMZU，1966等）に

おいても基本的には変わることはなかった．最近，大

久保・高安（1980）は中期中新世を示す化石を報告し，

従来の層序を再検討する必要性のあることを指摘した．

著者は本島に発達する中新統の特徴を明らかにするた

めに主として火山岩主体の地層を調査してきた．小論

では比較的中新統の分布の広い本島中央部を中心に中

第1表　層　　序　　表
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新統の層序および地質構造の特徴を報告する．＊

　研究を進めるにあたり，島根大学大久保雅弘教授に

は終始御指導・御助言を賜った．広島大学矢野孝雄氏，

長谷　晃教授には貴重な御助言をいただいた．島根大

学島田翌郎教授には本小論を投稿する機会を与えてい

ただいた．現地では島根大学理学部附属隠岐臨海実験

所の所員の皆様に，木谷武彦氏とその御家族に，また

薄片製作にあたっては高橋秀夫・曲井明登の両氏にお

世話いただいた．以上の方々に厚くお礼を申し上げる．

第1図　位　　置　　図
地質概要

＊　広島大学理学部地質鉱物学教室（昭和56年　島根大学文理学部地

学教室卒業）

Dept．of　GeoL　and　Mineral

shima　University．

．　Faculty　of　Science，Hiro一

本島は島根半島の北約60k　mの日本海上にあり，隠岐

＊　本島全域における各地層の分布は大久保（1984）を参照されたい．
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第2表　従来の層序区分との比較

Tomita（1936） Uchimi之u（1966） This　paper
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リッジの西方延長にあたる（第1図）．

　本島には隠岐片麻岩を基盤としてそれをとり巻くよ

うに中新世の火山岩・堆積岩が，さらにそれらを覆っ

てアルカリ火山岩を主体とする諸岩類が発達する．

　中新世の堆積岩・火山岩は第1表のように区分され，

従来の研究との対比を第2表に示す．＊これらのうち，
トキバリヤマ　　　　コオリ　　　　　ク　ミ　　　　　ツマ　　　　　　　　ヨ

時張山累層・郡累層・久見累層・都万累層は，グリー

ンタフ堆積盆の発生から消滅に至る過程において形成
　　　　　　　　　　　　　　　ユ　イ
された一連の地層群とみなされ，油井層はアルカリ岩

系火山活動で特徴づけられる．

　時張山累層は主に安山岩～流紋岩質の火山岩類から

なり，砕屑岩層を挾在する．郡累層は主体は非海成砕屑

岩（凝灰質）であり，一部に火山岩を伴なう．久見・

都万両累層は共に海成砕屑岩からなる．これら4累層

は上位の火山岩の被覆のため露出部が点在していたり，

断層によりブロック化しているが，大局的にはENE

方向ないしNE方向の軸を持つ褶曲構造に規制されている．

層　序

1　時張山累層（新称）＊＊

＊　これらの対応関係は複雑であり，これに関しては別に準備中である．

＊＊　地層名については山崎（1983），山崎・鳥居（1984）で便宜上使用

　　した．久見累層以外の地層名についても同様である．

　本層は本島における中新統の最下部を構成する累層

であり，砕屑岩層を挾在する安山岩質・石英安山岩質

および流紋岩質の火山岩類よりなる．基盤の片麻岩類

を不整合に覆うか，あるいは断層により基盤と接し上

位の郡累層に不整合に覆われる．

　〈模式地〉　西郷町中村の西南3Kmの林道東谷線

および鮎返橋より北西に200mの地点までの中村川支流．

　＜分布＞　基盤をとり巻くように広く分布する．

　〈層厚＞　130m－960m

　＜岩相〉　大局的には下位の火砕岩が卓越する部分

と上位の溶岩主体の部分に分けられる（第3図）．

　下部は主に石英安山岩質ないし流紋岩質の火砕岩か

らなり，礫岩・砂岩頁岩互層・安山岩を挾在する．ま

た一部では最下位に角礫岩層が発達する．本島東部，
イイビ　　ウズキ

飯美一卯敷までの海岸沿いおよび内陸部には流紋岩溶

岩が発達する（鳥居，1984）．
　　　　　ム　ラ
　角礫岩は武良トンネルの北350mの県道沿いおよび

その周辺で観察される．礫種は各種片麻岩，花崗岩の

みかなり基質も礫と同質である．礫径は最大50cm，

平均数cmの淘汰不良の角礫岩である（第5図）．

　石英安山岩質ないし流紋岩質火砕岩は火山礫凝灰岩

（一部溶結）および級化層理の発達した凝灰岩である．

火山礫凝灰岩には一般に暗緑色を呈すパッチ状の軽石
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　地　　　質　　　図

1：崖錐，2：礫，3～4：アルカリ火山岩類，3：玄武岩，4：粗面岩・流紋岩，5～6：釜谷砂岩層，5：砂岩，6：
珪藻土，7～8：久見累層，7：歌木泥岩層，8：久見砂岩層，9～14：郡　累層，9：平凝灰岩シルト岩互層，10～11：
大津久礫岩層，10：含巨礫中礫岩，11：細礫岩，12：玄武岩層，13～14：小路凝灰岩層，13：砂質凝灰岩，14：砂岩・礫岩，

15～20：時張山累層，15：安山岩溶岩，16：安山岩質火砕岩，17：安山岩質一流紋岩質火砕岩，18：砂岩頁岩互層，19：礫

岩，20：角礫岩，21：片麻岩類，22～23：貫入岩，22：アルカリ火山岩，23：流紋岩，24：褶曲軸，25：スケッチ位置
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第3図地質柱状図

1：酸性凝灰岩シルト

岩互層，2：含巨礫中

礫岩，3：細礫岩，
4：砂岩，5：砂岩頁
岩互層，6：泥岩，
7：安山岩溶岩，8：
安山岩質火砕岩，9：

石英安山岩～流紋岩質

火砕岩，10：砂質凝灰

岩，11：玄武岩～安山

岩質火砕岩，12：玄式

岩～安山岩溶岩，13：

片麻岩，UM：歌木泥
岩層，HM：平凝灰岩
シルト岩互層，OM：
大津久礫岩層，K　M：

小路凝灰岩層，T　F：

時張山累層，BR：基
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バ

が含まれる．また，まれにレンズ状あるいはパッチ状

の軟泥礫や炭化木片が観察される．溶結凝灰岩は強い

溶結構造を示すが連続性に乏しい．

　砂岩頁岩互層は厚さ数10m～数mの挾みである．細

かく成層した細～中粒砂岩と葉理の発達した黒色頁岩

および細粒軽石凝灰岩，まれに含礫泥岩から構成され

る．またスランプ構造のみみられることもある．頁岩は

一般に硬質で比較的保存の良い植物化石を産出する．

またbituminous　black　shaleとして報告されている

（島田他，1983）．

　安山岩は主に溶岩からなり一部に凝灰角礫岩を挾在

する．厚さは300m以上と推定される所もあるが一般

には数10mである．溶岩は主に輝石安山岩で一部に角

閃石普通輝石安山岩を伴なう．肉眼的には暗緑色，暗

灰色ないし暗紫色を呈し，細粒緻密なもの，1－2mm

の輝石斑晶の目立つもの，自破砕構造が観察されるもの

がある．鏡下において輝石安山岩溶岩には斑晶として，

斜長石，普通輝石，斜方輝石（仮像），ごくまれにかん

らん石（仮像）がみられる．角閃石普通輝石安山岩に

は斑晶として，斜長石，普通輝石，角閃石（仮像）が

みられる．普通輝石は概して変質し，方解石，緑泥石

等に置換されているが，変質を受けずに残っているこ

1m

　　　　　　　　　　　　　　　ρ　一
　　　　　　　　　　　。　ラ¢フ
　　　．．．継0蒙G．二1臓一II
　　ρ　　　．ρO　　O　　　　δ　　　　　　　D　O
　　。。。。90　　窪、蹴・陣引上い’・．　。◇。　　一
　　　　　　　　　　　　．一　．　　Iaminated　f．tuff
△　ム　ム　ム　ムムムム　ム　ム　ム　　　　　　　沖w　一　　　・　　，1一．

△　△　△　△　△　△　△　△　△　△　△　△　△　△　△　、

1m

第6図　露頭スケッチ（不整合）
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。☆・・、磐、駐染

第5図　露頭スケッチ（角礫岩）（ハンマーは35cm）

ともある．しかし斜方輝石，角閃石は完全に変質しそ

れぞれ緑泥石，方解石に置換されている．石基はpilo－

taxitic－hyalopilitictextureを示すが変質のため不明

なことも多い．

　上部に発達する安山岩は肉眼的には暗緑色ないし紫

がかった色調を呈し，一部に自破砕構造がみられる．

また青緑色から暗緑色ないしやや紫がかった色調を呈

し，2～4mmの斜長石斑晶が目立ち，流理構造の発

達が顕著な，または細粒緻密な輝石安山岩である．同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
質火砕岩，石英安山岩を挾在する．

　〈化石〉　植物化石（阿仁合型の要素が多く，淡水

性植物化石を含む．梅原，1983）．

　〈下位層との関係＞　不整合または断層により基盤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　のに接する」不整合の形態については，オーバーフッフ

形式の傾斜不整合の他，アバット不整合も推定される

が明P）かではない．

II郡累層（新称）

　　　　コウジ　　　　　　オオツク　　　　　ヘイ
　本層は小路凝灰岩層，大津久礫岩層，平凝灰岩シル

ト岩層および玄武岩層により構成される累層である．

　小路凝灰岩層（新称）

　〈模式地〉　五箇村小路から中山峠にいたる県道
　　　　　　　　　　　　　　　オオク　　　　　　ツバメ
　〈分布〉　模式地周辺，中村，大久，東郷，都万目，
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ナ　　グ

那久，大津久．

　＜層厚＞　O－280m

　〈岩相〉　本層は主に淡緑色を呈し黒雲母片を特徴

的に含む塊状砂質凝灰岩からなり，凝灰質砂岩，頁岩
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　リ　タバナ
の薄層をはさむ．中村川北側および海苔田鼻東海岸に

おいては本層下底に巨礫を含む礫岩層が発達する．礫

種は安山岩，流紋岩，安山岩質凝灰岩などで，時張山

累層起源と推定される．

　＜化石〉　植物化石（台島型の構成種が多い．梅原，

1983）．W窃Pα惚s，Sθ加8包lcospδZα，Lαηcθolα7砲（大

久保，1981）魚類化石（広田，1979）

　＜他層との関係＞　これまで関係は直接はわからな

いが不整合を示す根拠が見い出せなかったので，本層

は時張山累層を整合に覆うとしてきた（山崎，1983，

山崎・鳥居，1984）．今回不整合を示すと判断される

露頭（第6図）を発見したことおよび本層基底に下位

層起源の礫からなる礫岩層が発達することがあること

から，本層は時張山累層と不整合関係にあると判断さ

れる．玄武岩層と指交する．

　大津久礫岩層（新称）

　〈模式地＞　都万村大津久の集落より北西へ約200

△

△　　gu

mまでの海岸．　　　　　　　　　ナワシロダ

　〈分布＞　模式地周辺（第7図），苗代田，中山峠周

辺，都万目，皆市．

　〈層厚〉　0－350m，背斜（Fd1）の北翼で厚い．

　＜岩相〉　下部は凝灰質細礫岩～中粒砂岩が卓越し，

上部は巨礫を含む中礫岩層が発達する．細礫岩一砂岩

層は淡緑色ないし淡褐色を呈し斜交葉理が顕著である．

また良く層理の発達した酸性凝灰岩および凝灰質シル

ト岩，砂岩の薄層を挾在する．中礫岩層の卓越する部

分では大規模な斜交葉理が発達しているのが観察される．

礫は径数cm～1mの円～亜円礫よりなる．淘汰は概

して良い．しかし非常に悪い部分もみられる．礫種は

流紋岩，安山岩が大半で，まれに片麻岩，溶結凝灰岩

がみられる．流紋岩および安山岩礫は時張山累層起源

と判断される．基質は凝灰質砂岩であり，著しく変質

して淡緑色ないし青緑色を呈する部分もみられる．苗

代田において玄武岩層との指交部と考えられるところ

では特異な黒褐色を呈す．

　〈他層との関係＞

　小路凝灰岩層と指交またはそれを整合に覆う．玄武

岩層と指交する．

　玄武岩層（新称）

　＜模式地＞　林道一の坂線の西端300m

、
ハ
×

、
ノ
、
ノ
、

、！、
！、！
、！、

、ノ、ノ
、詫

0

V20

●　　　●＿

〈分布＞

〈層厚＞

＜岩相〉

岩により構成される．

す著しく変質した自破砕溶岩である．凝灰角礫岩は溶

岩と同様の色調を呈し塊状である．角礫は普通数mm

かρ）10cm大で，異質礫はみられない．基質は同質の

凝灰岩であるが礫に比べ少ない．郡において時張山累

層と接する部分では垂直に近いラミナ様の構造が認め

られる．

　〈下位層との関係〉　時張累層を不整合に覆うか、

断層で接する．

　平凝灰岩シルト岩互層
　　　　　　　　　　　　　タマワカス
　く模式地〉　西郷町下西，玉若酢神社250mの地点

かρ）平に至る県道．

　　　　　　　　　　　　　　シモニシ
　く分布＞　山田，皆市，平，下西，西郷，東郷，飯
　　サ　イ
田，津井．

　＜層厚＞65m†

　〈岩相＞

　酸性凝灰岩優勢の凝灰岩シルト岩互層である．軽石

凝灰岩，細礫岩，炭質物の薄層を挾在する．特に大津

苗代田，山田川上流など（Fd1）の北翼．

0－200m
玄武岩～安山岩溶岩および同質凝灰角礫

　　　　溶岩は暗褐色ないし茶褐色を呈

謬ゐ豪
　　　　　　　　　　Otsuku
　　　500m

圖e昌口囲国国囲
　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7

　　　　　第7図　大津久周辺地質図

1：崖錐，2ニアルカリ流紋岩類，3：粗面安山
岩，4：平凝灰岩シルト岩互層，5－6：大津久
礫岩層，5：礫岩，6：砂岩，7：小路凝灰岩層
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久礫岩層との指交部と考えられる皆市周辺では砕屑岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コやン
を挾むことが多い．平，下西，津井では淡水貝を，権
ゲンノくう

現原では保存の良い植物化石を産出する．

　＜化石〉　W∂ゆα働s他の淡水貝（大久保，1981），

C・規μ・痂α孤財mαπ痂他の典型的台島型植物化石（梅

原，1983）

2。否

0

囲」幽

久見砂岩層

1

一歌べ泥岩層
　ノ

@！

m

F一

■　　　　　　　　　●

2　　　3　　　4　　　5　　　6

　ノも　
匿垂1中畑ンr痢

匝］凝灰質砂岩

圏割砂岩泥岩行層

F「整男

㎜脚一1脚ウ償）

四鰍
E画具化石層

7　　　8

2

キ

E…ヨMi（）gypsina，・perculina層下底

　413
1

5
　6

7　8

500m

第8図　久見累層地質柱状図（久見川流域）

　〈下位層との関係〉　大津久礫岩層，小路凝灰岩層

と指交または整合関係にある．

III久見累層（大久保，1981）

　久見砂岩層（新称）

　大久保（1981）の下位の砂岩層とされた地層を久見

砂岩層と呼、3ご．

〈模式地〉　．3・なおろしの久見川左岸の林道

〈分布〉　模式地周辺のみ

く層厚〉　100m†

＜岩相〉　下位より凝灰質中粒破岩，細礫岩，黄褐

色塊状中粒砂岩および砂岩勝ち砂岩泥岩互層からなる

（第8図）．互層部の最下位には化石に富むレンズ状の

石灰質砂岩を挾む．これより約10m上位の層準より厚

さ20mにわたって保存の良い有孔虫化石を産出する．

　〈化石＞　Mδoggp訂加　ん。孟ω　加古oZ，Opθ7c㍑1ぢπα

c・即1αηα孟“αp傭。α（大久保・高安，1980），．N7－

N9に相当すると考えられる浮遊性有孔虫（多井・加

藤，1980），Mど。んαIZo孟おcf．αmα6δIZs（ITOIGAwA＆

TOMIDA，1982），Coη㍑“oκ槻αg伽他の東印内動物群

担当の貝化石（OKuBo＆TAKAYAsu，1979）．

　く下位層との関係〉　分布が島状に孤立しているた

め下位層との関係は不明である．
　ウタギ
　歌木泥岩層（新称）

　大久保（1981）の上位の頁岩とされた地層を歌木泥

岩と呼ぶ．

　＜模式地＞　都万村歌木の県道より歌木の集落に至

る道路．

　〈分布＞　ふなおろし，北丸山，中村，大峯山南西

部，加茂一西田，砂子谷

　く層厚＞　200m＋

　〈岩相〉　本層は下位より安山岩の巨礫を含む中礫

岩，凝灰質中粒砂岩，珪藻質泥岩，塊状泥岩からなる．

このうち礫岩・砂岩がみられるのはふなおろしのみで

あり，その他の地域は層相度化に乏しい塊状泥岩，珪

質泥岩が分布している．ふなおろし，歌木においては，

本層中に海緑石が観察される．海緑石は穎粒状で散在

あるいは卵大の球状に密集するか又は薄いバンドとし

て産出する．

　〈化石＞　、4勉70cαllどs孟εs，Sα9α7漉s，PαZlぎ。彪規

pθc航α煽（大久保，1981），1側丁％8sp．（広田，1979）

　〈下位層との関係〉　久見砂岩層をオーバーラップ

し郡累層を直接覆う．関係は明確ではないが，郡累層

の構造を切って分布しているとみられ，不整合関係に

あると推定される．平凝灰岩層との境界には粗面岩が

貫入しているところがある．
　イイノヤマ

　飯山珪藻土層（新称）

　　〈模式地＞　西郷町飯山，珪藻土採土場

　〈分布〉

　〈層厚＞

　〈岩相＞

伴なう．

模式地周辺

50m＋

灰色～灰白色の珪藻土，海緑石バンドを

〈他層との関係＞　歌木泥岩層上部と同時異相

　　ヘソ　　マ

IV　都万累層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　コも
　TOMITA（1936）はT4sedimentsを2区分し伊後層・
　　　　　　　　　　　　　　　カマや
都万層と呼んだ．光本（1981）は釜谷，中里周辺に分

布する都万層を上中下の3層に区分した．しかし，上部

層とされた珪質泥岩は岩相上，歌木泥岩に相当する．

以上のことを含めて，都万累層を次のように定義する．

　本層は伊後泥岩層，釜谷砂岩層および中里凝灰質砂

岩層より構成される累層であって，砂岩中には貝化石

を多産する．久見累層を不整合に覆い，Oki　trachyte

thyolite　Group（UCHIMlzu，1966）に不整合に覆われ

る．
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伊後泥岩層

　＜模式地＞

　＜分布〉

　〈層厚〉

　〈岩相〉

　〈化石〉

の他に，　　　有孔虫（多井，

釜谷砂岩層（新称）

〈模式地〉

〈分布＞

〈層厚＞

〈岩相〉

　伊後中の浦海岸

模式地周辺

90m
層相変化に乏しい砂質泥岩．

Coηcんocθ1θ，ノ鞄。配απα（大久保，

　　　　　1956）

砂岩，粗粒砂岩からなる．塊状であるか，

1981）

　都万村釜谷海岸

模式地周辺，五箇村北方，箕浦

80m
黄褐色～灰色中粒砂岩を主体とし，細粒

　　　　　　　　　　　　　斜交葉理の

発達することがある．しばしば葉理の乱されている部

分もみられる（バイオターべ一ション？）．五箇村

北方，西郷町箕浦では珪藻土を伴なう．

　＜化石〉　貝化石を多産する．大久保（1981）は化

石層として，C♂ぎη。cα7d彪m－Mぎgαgゆθc孟θη層としてま

とめている

　中里凝灰質砂岩層（新称）

〈模式地〉　中里

〈分布＞　模式地周辺

く層厚〉　160m

〈岩相＞　凝灰質な中粒砂岩で基底には厚さ10mの

白色軽石凝灰岩層がみられる．

　〈化石＞　貝化石を多産する（大久保， 1981）
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第9図地質構造図
1二背斜，2：向斜，3二半ドーム構造，4　断層，5
構造は鳥居（1984）から推定した）．

基盤岩・（東海岸の半ドーム
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部層相互の関係

　中里凝灰質砂岩層は釜谷砂岩層を整合に覆う．これ

ら2層と伊後泥岩層は分布域が離れているため，関係

を直接確めることはできない．多井（1956）は有孔虫

群集の特徴から伊後泥岩層が釜谷砂岩層の下位にあた

ると考えた．それ以後，新たな資料はなく，ここでは

多井に従っておく．

　地質構造

　時張山・郡・久見・都万の4累層は，その分布・構

造より大局的にはENEないしはNE方向の褶曲構造に

規制されて分布し，さらにNE方向およびそれに直交

又は斜交する断層によりプロッタ化している．基盤の

周辺ではこれらの地層は一般に急傾斜し，基盤の片理

面の走向傾斜の急変部（基盤ブロックの”カドケ）で

は半ドーム構造を示す（第9図）．以下に主要な構造に

ついて述べる．

　摺　曲

　Fd1

　本背斜はENE－WSW方向の軸を持ち，WSW方向
に緩くプランジする．軸の北翼は20。一35。，南翼は10。

一20。の傾斜を示す開いた形態を持つ（第4図，A－

A’）．軸長は4．8kmで西端はアルカリ火山岩の被覆の

ため不明となる．東端は断層によって切られている．

　Fd2
　本背斜はFd1と同様のENE－WSW方向の軸を持つ．

基盤近くでは30。一40。，軸の西端では緩くWSW方向

にプランジし，Fd3の向斜軸の南端に収れんする．

広く，緩傾斜の頂上部と比較的急傾斜（30。一60。）の翼

を持ち，箱型褶曲の形態を示す（第4図，B－B’）．

　Fd3　　　　　　　　　　　，

　N－SないしNE－SW方向の軸を持つ向斜で，軸の

南端はFd2の背斜軸に収れんし，北端は断層によって

切られているが基本的にはFd1の背斜軸の東端に収れ

んすると推定される．形態的には西翼が緩く東翼が急

傾斜する非対称な向斜である（第4図，B－B’）．

　半ドーム構造

　基盤ブロックの￥￥カド”の部分に相当する地域では，

中新統は半ドーム構造を呈する．特に布施南方におい

て，基盤岩の片理面の走向傾斜はドーム構造に大きく

斜交し複雑な構造をとるとされた（星野，1973）地域

において中新統はその走向を急変している．

　断　層

　NE方向の主要な構造方向と調和的な縦走断層が顕

著に発達すると推定される．これらは相対的に北側ブ

ロックが沈下する階段断層である．断層による変位が

基盤から離れるほど小さくなると推定される断層もみ

られる．

考察とまとめ

1　本島に発達する中新統は下位より時張山・郡・久

　見・都万・油井の5累層に区分される．それらの関

係はすべて不整合である．

2　時張山・郡・久見・都万の4累層の特徴を累層ご

　とにまとめると以下のようになる．

o時張山累層

　輝石安山岩の活動を主体とし，石英安山岩・流紋岩

　の活動を伴なう，水中ないし陸上に堆積した火山岩相

。郡　累層

一部に玄武岩一安山岩の活動を伴なうが主として淡

　水成の凝灰質な砕屑岩相

○久見累層

　西黒沢海進による海成砂岩相および泥岩相

。都万累層

　新たな浅海域（冷水性）に堆積した砕屑岩相

　　このような変遷は本土側の標準層序，すなわち，

波多，川合・久利，布志名の各累層の特徴に類似す

　る．したがって本島には，本土側の大森累層に相当

する地層が欠如している可能性がある．

3　下部の4累層はENE－WSWないしNE－SW方向
の褶曲構造に規制されていることが明らかになった．

4　基盤の片理面の走向傾斜の急変部あるいは異常部

　で地層は半ドーム構造を呈する．箱型背斜の形態を

　とる褶曲が認めρ．れる．基盤の周辺で地層の変形が

大きいと判断される．これP）のことより，地質構造

　の形成にあたっては基盤の隆起が大きく関与してい

　ると推定される．

5　変形を受けている最上位の層準から推定すると主

要な地質構造形成の時期は都万累層堆積後，油井層

　堆積前と考えられる．
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